
品種は「コシヒカリ」で、完熟堆肥を主体に有機由
来の肥料を使用し、従来の栽培よりも化学肥料を半
分以上減らしています。

また、化学農薬の使用も半分以上減らしており、農
林水産省ガイドラインの特別栽培農産物として栽培
しています。

栽培履歴についても、栽培当初から記帳しており、
消費者の方々に安心をお届けしています。

農薬を使用することがほとんどできないので、土づくりや日頃の

こまめな管理が大切です。

従来は農薬で行っていた種の消毒も、お湯を使っています。秋には

地元でつくられた優良堆肥を散布し、地力を向上させています。

また、コメの品質を向上させるために今までよりも幅を広げて苗

を植えています。幅を広げすぎると収量が落ちるので、地域やそれ

ぞれの田んぼにあった間隔で植えることがポイントです。

南丹市園部町 奥村久夫さん

田んぼから食卓へ ～こうして作られます～

田植え 稲刈り水管理 研修風景

平成21年度 京都府
環境にやさしい農業推進コンクール

京都府知事賞

れんげ米

キラリ光る★生産者の技

私たちは南丹市園部町でコメづくりをしています。

部会員は全員で166名おり、そのうち144名が環境に

やさしい「れんげ米」を栽培しています。

私たちのつくる「れんげ米」は、子供たちの安心安

全な食品として南丹市園部町の小学校の米飯給食にも

利用されています。

ＪＡ京都園部支店 生産振興部会水稲部会（南丹市）


